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しののめ花まつりが４月１日から９日まで

東雲公園で開催されました。期間中に桜が

満開になり、花まつリ会場には多くの人が

つめかけました。　　　　　　（関連記事17頁）
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●清水町長就任あいさつ

●第５次総合振興計画概要

●壬生町のバランスシート

●児童養育家庭への助成制度のご案内

●児童福祉制度のご案内

●介護保険だより
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３
月
2
6
日
の
壬
生
町
長
選
挙
で
当
選
を
は
た
し
た
清
水
英
世
町

長
が
、
４
月
1
2
日
、
５
期
目
の
初
登
庁
を
し
ま
し
た
。

　
役
場
正
面
で
職
員
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
花
束
を
受
け
取
り
、

続
い
て
、
役
場
止
庁
に
お
い
て
「
財
政
的
に
苦
し
い
状
況
で
す
が
、

意
欲
と
熱
意
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
」
と
の
訓
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い

ご
支
援
に
よ
り
、
当
選
の
栄
に
浴
し
ま

し
た
が
、
今
後
四
年
間
、
創
意
と
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
ま
ち
づ

く
り
に
精
進
し
、
皆
様
方
の
ご
期
待
に

お
応
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
第
四
次
総
合
振
興
計

画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
目
標
は
「
夢
と

活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都
市
・
み
ぶ
」

の
実
現
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
す
と
と

も
に
、
都
市
の
利
便
性
も
備
え
た
町
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

お
陰
様
で
ま
ち
づ
く
り
は
着
実
に
進
展

し
、
住
民
の
七
割
を
超
す
方
々
か
ら
住

み
良
い
町
と
し
て
評
価
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
輩

各
位
の
先
見
の
明
に
よ
っ
て
取
り
組
ま

れ
た
事
業
が
継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
推
進

が
図
ら
れ
た
そ
の
成
果
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
積
極
的
に
道
路
や

公
園
の
整
備
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
や
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
な
ど
、
生
活
環
境
改
善
に

資
す
る
事
業
の
整
備
が
大
い
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
町
に
は
、
近
代
医
療
の

最
先
端
を
ゆ
く
濁
協
医
科
大
学
並
び
に

附
属
病
院
が
誘
致
さ
れ
て
お
り
、
町
民

等
し
く
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
本
町
は
、
こ
の
よ
う

に
し
っ
か
り
し
た
将
来
目
標
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
実
現
に
む
け
て
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
結
果
、
県
下
最

大
の
町
と
し
て
、
最
も
都
市
基
盤
の
整

備
が
進
ん
だ
町
と
し
て
自
他
共
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
策

定
さ
れ
た
第
五
次
総
合
振
興
計
画
に
基

づ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
目
標
は
「
活

力
と
創
意
が
生
き
る
希
望
に
満
ち
た
ま

ち
・
み
ぶ
」
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会
の
構
成

員
で
あ
る
住
民
・
企
業
・
行
政
が
自
ら

の
責
任
と
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
、
活

力
と
創
意
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
希
望

に
満
ち
た
社
会
を
切
り
拓
い
て
い
く
と

市
像
と
そ
の
実
現
に
む
け
た
総
合
振
興

計
画
を
基
本
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
行
政
課
題
の
中
、
特
に
緊

急
に
取
り
組
む
べ
き
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
安
塚
駅
前
広

場
の
整
備
事
業
や
六
美
地
区
の
雨
水
排

水
整
備
事
業
、
さ
ら
に
は
、
生
活
関
連

道
路
の
整
備
事
業
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
井
地
区
で
始
ま
っ
た
公
共
下
水

道
事
業
や
恵
川
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
も
更
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
最
後
に
、
人
づ
く
り
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
が
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
な
ど
の
課

題
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
考
え
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し

た
が
、
住
民
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
一

生
懸
命
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
町
議
会
議
員
各
位
並
び
に
町
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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しゾ

心

ゝ
っ
て
お
り
ま
す
、
壬
生

の
「
し
の
の
め
花
ま
つ
り
」

が
、
今
年
は
４
月
１
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
東
雲
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
町
文
化
協
会
や
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
日
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ

い
や
し
の
の
め
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
な
ど
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
謡

シ
ョ
ー
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
の
催
し
も

あ
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

元気いっぱい､おもちゃのまち幼稚園キッドビクス

J

きれいな歌声を披露､睦小学校コーラス部勇ましい和太鼓の朧き､円仁太鼓

サイコライブ

ヽ●ヴﾔ~　　/゛へ
　牛言言

zr]2Cﾂ:z°゜ご:kqJs

ldﾄﾞ･yF'

I゛‘‘‘ﾝづこ5C｀j……｀b､yヽ･.j

あい･錘美歌謡ショーしののめカラオケ選手権

優勝　大垣扶美恵さん

３
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これまでに取り組んで参りました、「夢と活力にあふれた録画都市半みぷ」
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健全な地方自治を確立する

　　　この分野は、住民主体の健全な町政運営を維持・推進するため、住民と行政が協力し、連帯と

　　活力で躍進するまちづくりを目指します。

　　　そのために、まちづくりに関する情報提供の充実、コミュニティの充実や住民の参加・参画機

　　会の拡充を進めます。

　▼各分野における主な取り組み▼

i='り=･:i……=①住民主体と連携のまちづぐりを推進するj…………………………………………………゜i……………………:………

　●コミュニティ活動の促進　　　　　　　●コミュニティ運営施設の整備

　●地域住民組織の育成　　　　　　　　　●個性ある団体･ボランティア団体育成

声昇萌ぐT二

｡………

:陽昌回　昌朧
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鸚
東

，

願囮誼
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●広域行政組織･活動の維持向上

●共同事務の推進

●広域連携事業･協力事業

　の推進



　この分野は、住民誰もが、住みなれた地域の巾で、いつでも安心できる生活が送れるよう、保健･

福祉・医療の連携がとれた総合的なサービス体制の強化と充実した住民サービスの提供を進めます。

　そのために、地域・家庭・行政が適正な役割と責任を担いながら、協力し合い、支え合う地域

社会づくりを目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　▼各分野における主な取り組み▼

　　　　　　　　　　　　　　　‥①総合的な健康づぐり･を推進する=7づ=…………………1･=｡…………:二･=･…………………=｡:=･ｿﾞ1………･……=こ･

　　　　　　　　　　　　　　　　●｢健康みぷ21計画｣の推進　　　　●健康づくり啓発事業

　　　　　　　　　　　　　　　　●老人保健､一般保健事業の充実　　●歯科保健医療サービスの充実

　　　　　　　　　　　　　　　　●救急医療体制の充実　　　　　　　●健康危機管理体制の充実

｀ J

　●ボランティア活動支援　　　　　　●社会福祉団体の支援

　●社会福祉法人･施設への支援　　　●施設のバリアフリーの啓発･推進

ﾃﾞV単葉に福府ご孚ど斟獣硝収ず程盲誦面客暇一湊言

●保育サービスの充実　　　　　　　●子育て家庭支援の向上

●児童の権利･個性を尊重する環境づくり●子育て支援拠点の整備･充実

●ひとり親家庭への生活支援の充実●母子の保健体制の向上

●高齢者の社会参加の促進

●生活支援事業の充実

●生きがいづくりの推進

●地域支援事業の推進
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●生活支援事業の推進

●介護支援の充実

●保健事業の充実

●介護保険給付体制の強化

●福祉助成制度の充実

●雇用の促進と就労の支援

●医療費の適正化の確保

●生活困窮者への相談体制･自立支援の充実

５

　　この分野では、これまでに積み重ねてきた本町特有の歴史・文化・伝統を生かしながら、豊か

　な自然と調和した住みやすいまちづくりを進めます。

　　そのために、住民の主体的な参画・協力のもと、さまざまな住民生活や産業活動が効果的に展

　開されるよう、合理的な土地利用を目指します。

▼各分野における主な取り組み▼

=':=゜iJ.･゜=･.万･1･i;=･;ii.･･:;･①=･調.･矛･ﾛ.のとれだ機能的な土地利用を推進する

●土地利用の適正化

●土地情報の整備

●土地取引の適正化

●農地､森林及び自然地等の保全

●駅周辺の整備

●民間開発の調整･誘導

●河川水路の整備

●住民意識の向上

●市街地形成の良好な環境づくり

●住居表示の整備　　　　　　。。

●親水空間の整備

-　　　＾
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　　　この分野は、豊かな自然環境の保全や、廃棄物等の減董化等を進め環境にやさしい社会の実現

　　を目指すと共に、防犯・防災体制の充実や上下水道等の社会基盤の整備・向上を図りながら、安

　　心して薯らせるまちづくりを目指します。

　▼各分野における主な取り組み▼

●自主防災意識の高揚

●消防団の育成

●救急救助力の強化

●常備消防との連携強化

●消防施設の整備

６

●防犯組合や警察等との連携の強化

●交通安全活動の推進

●防犯力の向上

●交通安全施設の整備

欄＠ﾝかけがえのない地球環境を保全ず右

●水質の保全

●学習林の効果的な利活用

●環境活動の推進

●安全な食生活の推進

●安定した取水

●未加入者の加入促進

●録画(録の砦)の形成･保全

●環境負荷の低減

●廃棄物不法投棄の防止

●霊園･墓地の整備

●安全な水の供給

●未整備地域の解消

纒趾yi初袷一瀋勉励池ﾚ……………;゜ｺ=:jT万=11万･li;;=

●公共下水道の整備

●浄化槽の設置促進

●施設等の適切な維持管理

●雨水幹線等の整備推進

●農業集落排水事業

●し尿の適正処理

●課題地域の雨水排水施設

　の計画的整備

　●町営住宅の供給･整備

喫＠･:安･全で豊かな消費生活を推進ずる

　●団体の育成と活動支援

●住宅環境の整備

●相談体制の充実

'べ潜に

　　　　　　　　　　　　　　１　’
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　この分野は、住民一人ひとりが生涯を通じ、学習、芸術、スポーツ等さまざまな分野で自らの

能力を発揮できる環境づくりを推進すると共に、家庭・地域・学校が一体となった体制の中で、

豊かな人間性を備えた青少年の育成を目指します。

　　　　　　　　　　　　　　　　▼各分野における主な取り組み▼

　　　　　　　　　　　　　　　　①潤いに満ちた生涯学習を振興する　　　　回　‥‥‥‥゛I゛…………゛l ゛･

　　　　　　　　　　　　　　　　●学習内容の充実　　　　　　　　●施設の整備･充実

　　　　　　　　　　　　　　　　●図書館サービスの充実　　　　　●文化芸術活動の推進

●文化財の保護 ●地域文化の継承

心

一

●幼児教育環境の充実

●教育環境の整備･充実

●聞かれた学校づくりの推進

●人材･団体の育成

●スポーツ施設の充実

●教育内容の充実

●相談体制の充実

●高等学校･大学等との連携

●地域型スポーツの推進

●スポーツ参加機会の拡大

●家庭教育の充実

●人材･団体の育成

●青少年活動の推進

●健全な環境づくリ活動の推進

●意識啓発の推進

●男女共同参画推進体制の整備

●相談･支援体制の充実

●性別による固定的な役割分担の解消

●外国文化への理解の促進　　　　●国際交流活動の支援

●国際平和への普及啓発活動の推進

７

　　　この分野は、町の活性化や人々の豊かな薯らしを実現するために、地城に根ざした既存企業の活性化や

　　新たな企業を誘致・支援していくと共に、活力ある農業の振興、魅力にあふれた観光の振興を目指します。

　▼各分野における主な取リ組み▼

●中心商店街の活性化

●新規開業支援

●おもちや博物館の充実

●観光情報拠点の整備

●融資制度の支援

●市場への支援

‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥i……………………;ﾌ…………………………,=゜ラ

●観光の支援　　　　　　　　………

●広域連携の強化

⑥雇用環境を充実する

●就労機会の拡大 ●労働環境の整備

　　　　　　　　1　　　ゝ　　　　　　　　　ゝr･　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　　　＝　r-



正味資産……399億円

資産合計……489億円

負債合計……　90億円

もうひとつの家計簿
○壬生町のバランスシートを公表します○

　
　
「
町
の
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？
」
　
「
借
入
金
は
ど

の
程
度
あ
る
の
？
・
」
　
「
町
の
経
営
状
況
は
？
」
こ
の
よ
う
な

疑
問
に
答
え
る
資
料
と
し
て
、
町
で
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
決
算
書
で
は
、
主
に
１
年
間
の
歳
入
と
歳
出
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
、
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
る
町
の
財
産
等
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
、
そ
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
金
額
の

割
合
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
方
々

が
町
の
財
政
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
一
般
的
に
民
間

企
業
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す
表
で
す
が
、
こ
れ
に
壬
生
町

の
平
成
1
6
年
度
普
通
会
計
決
算
状
況
を
当
て
は
め
て
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
数
値
に
つ
い
て
は
総
務
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
決
算
に

係
る
指
定
統
計
調
査
で
あ
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の
昭

和
4
4
年
以
降
の
数
値
を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
い
ま
す
（
昭
和

4
3
年
以
前
の
数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
。

　
な
お
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
で
は
、
そ
の
活
動
目
的
、

資
産
の
と
ら
え
方
等
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企

業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
単
純
に
比
較
出
来
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ヽ 一

壬
生
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
1
6
年
度
）

（
平
成
１
７
年
３
月
3
1
日
現
在
）
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［資産の部］　　　　　　　（全体）　　　（1人当たり） ［負債の部］　　　　　　　（全体）　　　（1人当たり）

１．有形固定資産

(１)総務費　　　　　　　7億3,204万円　　　　　18,353円

(２)民生費　　　　　　10億1,488万円　　　　　25,445円

(３)衛生費　　　　　44億163万円　　　　110,355円

け)労働費　　　　　　　　1,638万円　　　　　　411円

(５)農林水産業費　　　7億5,488万円　　　　　18,926円

(６)商工費　　　　　　15億5,761万円　　　　　39,052円

(７)土木費　　　　　202億7,785万円　　　　508,395円

(８)消防費　　　　　　　2億2,664万円　　　　　5,682円

(９)教育費　　　　　135億5,131万円　　　　339,751円

(10)その他　　　　　　　　2,670万円　　　　　　669円

１．固定負債

（Ｄ地方債　　　　　　66億9,400万円　　　　167,828円

（２）債務負担行為　　　　　　　O万円　　　　　　　O円

（３）退職給与引当金　　14億9,716万円　　　　　37,536円

固定負債合計　　　81億9,116万円　　　205,364円

２．流動負債

（１）翌年度償還　　　　7億7,584万円　　　　　19,451円

　　予定額

（２）翌年度繰上　　　　　　　　O万円　　　　　　　O円

　　充用金
有形固定資産合計　425億5,992万円　　1,067,039円

　　（うち土地）　　135億5,848万円　　　339,931円 流動負債合計　　　　7億7,584万円　　　　１９,４５１円

負　債　合　計　　89億6,700万円　　　224,815円２．投資等

（１）投資及び出資金　　4億8,016万円　　　　　12,038円

（２）貸付金　　　　　　　　9,668万円　　　　　2,424円

（３）基金　　　　　　　25億5,692万円　　　　　64,106円

（４）退職手当組合　　　5億2,179万円　　　　　13,082円
　　積立金

[正味資産の部]

１．国庫支出金　　　　44億2,684万円　　　　110,987円

２．都道府県支出金　　10億5,019万円　　　　　26,330円

３．一般財源等　　　344億2,635万円　　　　863,119円

投資等合計　　　　　36億5,555万円　　　　91,650円

３，流動資産

（Ｄ現金・預金　　　　18億7,501万円　　　　　47,009円

（２）未収金　　　　　　　7億7,990万円　　　　　19.553円
正味資産合計　　　399億　338万円　　1,000,436円

流動資産合計　　　26億5,491万円　　　　66,562円

資　産　合　計　　488億7,038万円　　1,225,251円 負債･正味資産合計488億7,038万円　　1,225,251円

-

※債務負担行為に関する情報

　　①物件の購入に係るもの　O円　　②債務保証又は損失補償に係るもの　O円　　③利子補給等に係るもの　366万円

８



「
資
産
に
つ
い
て
」

●
有
形
固
定
資
産

　
道
路
、
学
校
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど

長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
資
産
で
あ
り
、
取
得
原
価
主

義
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
以
外
に
つ
い
て
は
、
定

額
法
に
よ
り
減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
等

　
公
益
法
人
等
へ
の
出
資
金
、
貸
付

金
残
高
、
地
域
福
祉
基
金
等
の
特
定

目
的
基
金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
現

在
高
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
流
動
資
産

　
年
度
問
の
財
政
調
整
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
、
町
償
の
償
還
に
充
て

る
減
債
基
金
、
歳
計
現
金
（
当
該
年
度

末
の
歳
計
剰
余
金
）
、
町
税
未
収
金
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
負
債
に
つ
い
て
」

●
固
定
負
債

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
現
在
高

（
翌
年
度
元
金
償
還
額
を
除
く
）
、
退

職
給
与
引
当
金
（
町
職
員
の
全
員
が

平
成
1
6
年
度
末
に
普
通
退
職
し
た
場

合
に
必
要
に
な
る
退
職
手
当
の
総
額

を
推
計
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
流
動
負
債

　
翌
年
度
の
町
債
元
金
償
還
予
定
額

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
正
味
資
産
に
つ
い
て
一

　
国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・
補
助
金

や
町
税
な
ど
返
済
の
必
要
が
な
い

資
産
で
、
「
資
産
の
部
」
か
ら
「
負
債

の
部
」
を
差
し
引
い
た
も
の
に
な

り
ま
す
。

●
国
県
支
出
金

　
有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
充
て
ら

れ
た
国
県
支
出
金
の
累
計
額
（
土
地

以
外
の
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て

は
、
当
該
資
産
の
減
価
償
却
に
併
せ

て
償
却
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
財
源

　
資
産
と
負
債
の
差
で
あ
る
正
味
資

産
か
ら
国
・
県
支
出
金
を
差
し
引
い

た
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
わ
か
る
こ
と

　
平
成
1
7
年
３
月
3
1
日
現
在
で
、
壬

生
町
の
総
資
産
は
合
計
で
約
４
８
９

債
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負
債
は

全
体
で
約
9
0
催
円
、
そ
の
差
で
あ
る

正
味
資
産
は
約
３
９
９
債
円
で
す
。

　
平
成
1
5
年
度
末
と
比
較
す
る
と
、

資
産
総
額
は
1
.
2
％
の
減
、
負
債
総
額

は
0
.
7
％
の
減
、
正
味
資
産
は
1
.
3
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
［
資
産
の
部
］
の
状
況

　
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産

（
建
物
、
土
地
等
）
が
約
４
２
６
億
円

で
資
産
全
体
の
約
8
7
％
を
占
め
、
残

り
が
基
金
（
積
立
金
）
、
貸
付
金
、
未

収
全
な
ど
で
約
6
3
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に

見
る
と
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
土
木
費

が
約
２
０
３
億
円
（
4
8
％
）
と
最
も

多
く
、
次
に
小
中
学
校
や
公
民
館
、
図

書
館
な
ど
の
建
設
事
業
費
を
含
む
教

育
費
が
約
１
３
６
億
円
（
3
2
％
）
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
建
設
や
最
終
処
分
場
建

設
な
ど
を
含
む
衛
生
費
が
約
４
４
憶

円
（
1
0
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
［
負
債
の
部
］
の
状
況

　
負
債
の
部
で
は
、
町
債
（
借
入
金
）

の
償
還
が
固
定
負
債
、
流
動
負
債
を

合
わ
せ
て
約
7
5
債
円
で
負
債
全
体
の

約
8
3
％
、
退
職
給
与
引
当
金
が
約
1
5

億
円
で
約
1
7
％
の
割
合
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

（
３
）
［
正
味
資
産
の
部
］
の
状
況

　
正
味
資
産
の
部
で
は
、
町
が
保
有

し
て
い
る
資
産
の
う
ち
、
町
民
の
皆

様
か
ら
の
税
金
等
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
一
般
財
源
等
は
約
３
４
４
億
円

で
、
正
味
資
産
全
体
の
約
8
6
％
に
あ

た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
有
資
産
の
う
ち
国
・
県
支

出
金
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
金
額
は
約

5
5
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○バランスシーﾄを活用した財務分析○

②予算額対資産比率

　歳入総額に対する資産の比率で､資産形成の

ために何年分の歳入が充当されたかを示すもの

です。

＝4,63年分
48,870百万円

10,564百万円
4

資産合計

-
歳入合計

③正味資産比率

　企業会計で使用される自己資本比率に相当し、

この比率は保有する総資産のうち返済義務を負

わない部分がどの程度あるのかということを示

す指標です。

①社会ヨ本形成の世代間負担比率

　社会資本形成の結果を表す有形固定資産のうち、

正味資産によって形成されている比率です。正

味資産は､主に､今までの世代の負担によって形

成された社会資本の額を指しています。他方､負

債は将来の世代の負担によって形成された社会

資本の額を指します。したがって､その依存割合

が世代間負担の指標となります。

＝93.8％
39,903百万円

42,560百万円

一･
　正味資産合計

有形固定資産合計

にれまでの世代による社会資本形成の比率、高い程よい）

＝81.7％
39,903百万円

48,870百万円

正味資産合計
４

負債・正味資産合計
＝21.1％

8,967百万円

42,560百万円

４
　　負債合計

有形固定資産合計

(後世代による社会資本形成の比率、低い程撞世代の負担が少ない)

９
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か
な
成
長
を
願
い
、
養
育
家
庭
へ
の
支
援

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

で
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で
）

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
1
7
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
限
度
額
を
確
認
す
る
場

合
、
一
般
的
に
平
成
1
7
年
分
の
所
得
額

か
ら
一
律
８
万
円
を
控
除
し
た
額
が
、

左
の
表
の
所
得
額
と
な
り
ま
す
の
で
ご

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
当
月
額

　
第
圭
子
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
２
子
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
　
　
１
０
。
０
０
０
円

●
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
（
１
級
・

２
級
）
の
あ
る
児
童
（
2
0
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
手
当
月
額
（
１
人
あ
た
り
）

　
１
級
該
当
　
　
　
５
０
。
７
５
０
円

　
２
級
該
当
　
　
　
３
３
。
８
０
０
円

●
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
光
一

童
、
所
得
制
限
な
ど
、
詳
し
く
は
、

町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
昔

8
1
－
１
８
３
１
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

10

　
遺
児
手
当

遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
手
当
月
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
　
３
。
０
０
０
円

●
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

「
…
…
ｔ
1
1
ｆ
．
卦

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

万

レ

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
例

給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。　　　平成18年度

児童手当所得制限限度額表

等扶
の善

人家

数族

　児童手当

(国民年金加入者)

　特例給付

(厚生年金等加入者)

所得額(円) 所得顔(円)

○人 4,600,000 5,320,000

１人 4,980,000 5,700,000

２人 5,360,000 6,080,000

ﾀﾞ３火 5,740,000 6,460,000

４人 6,120,000 6,840,000

５人 6,500,000 7,220,000

｀ W

　
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
1
8
歳
到
達

の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
所
得
に
よ
っ
て
、
一
部
支
給
停
止
、

ま
た
は
全
額
支
給
停
止
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
手
当
月
額
（
全
額
支
給
）

　
児
童
１
人
　
　
　
４
１
。
７
２
０
円

　
児
童
２
人
　
　
　
４
６
。
７
２
０
円

　
児
童
３
人
以
降
３
。
０
０
０
円
加
算

●
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
１
９
一
月

問
合
せ
先
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利用していますか

　町の福祉制度………

・ ゛ :

◆すこやか子育て支援制度◆

ｼ嘉る泰喬嗇嘉嘉嘉嗇嗇昏番番番番番嗇嗇番番番嗇番嗇番嗇春番番仁４回
．，乙27，－
g惑ｇ顕i懲ｒ唇゛2

　
す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
　
　
　
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

受
給
要
件

　
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
し
た
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

支
援
金
額

　
第
３
子
以
上
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
　
０
０
０
円

申
請
手
続
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

ヵ
月
経
過
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
戸
籍
謄
本

②
住
民
票
謄
本
未
踏
・
続
柄
の
あ
る
も
の
）

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方

補
助
額

　
購
入
額
（
消
費
税
を
含
む
）
の
１
／

２
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）
、
た
だ
し
、

１
台
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る
。

申
請
手
続
方
法

　
出
産
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲
葉
・

南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

②
品
質
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

第
３
子
以
降
の

　
　
保
育
料
全
額
免
除

　
町
立
の
保
育
園
、
民
間
の
認
可
保
育

園
入
園
児
童
の
保
有
料
が
第
３
子
以
降

は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
同
様
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

Ｓ
8
1
－
１
８
７
１
ま
で
）

　
放
課
後
児
童
健
全

　
　
　
　
　
　
　
　
育
成
事
業

　
保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下

校
後
、
保
護
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と
保
護
者

で
組
織
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基
本
的
習

慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
学
習

す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提
携

③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

　
な
運
営
委
員
会
の
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
開
設
時
間
及
び
休
日

◆
開
設
時
間

　
原
則
と
し
て
、
下
校
時
か
ら
午
後
５

時
3
0
分
（
但
し
、
学
校
休
集
中
は
、
午

前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
3
0
分
）

◆
休
日

　
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

対
象
児
童

　
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
・
２
・

３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後
家
族
が
留

守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童

委
託
児
童
ク
ラ
ブ

①
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
落
合
３
－
５
－
2
1

　
壬
生
来
小
学
校
内
雲
8
2
－
１
１
５
１

②
メ
リ
圭
フ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
下
稲
葉
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　
登
8
2
｜
に
り
ハ
ｊ
ｎ
乙
１

③
ペ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
本
丸
２
１
３
－
７

　
壬
生
小
学
校
内
　
雲
8
2
１
８
４
３
３

④
森
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
２
－
1
2
－
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
四
8
6
－
９
ハ
】
７
０
ｏ
ｏ

　町問
　民合
　生せ

　部先
　福
　祉
萱課

※
写
真
は
「
い
な
ば
保
育
園
」
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◆制度見直しの基本的視点◆

明る
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◆介護予防事業(介護保険制度見直しの１つの柱)◆

壬生町では､介護予防事業等を推進します。

対象者
・介護保険の認定により、「要支援者」と認定された方

・町の保健諜が実施する介護予防健診により、特定高齢者と選定された方

１
１
－
暮
‐
葛

● － ・ ・

嗣 臨 － －

｜

｜

課題分析

ケアプラン作成

サービス担当者会議

モニタリング

効果の評価

ず特定員前者の把握栄選定

レ特定高齢者の決定

課題分析

　介護予防プランの作成

モニタリング

効果の評価

Ｓ
～
Ｓ
～
Ｓ
～
Ｓ

―争

ﾄ糾

微
罪
盈
Ｉ

　φφ

１

殤
喬
鎚

ｌ
擲

腱

錘

蓋

ｌ

置

●

●

●

禰

ｌ

睡

霧
Ｉ
端
麗
疆
霜
靉
麗
麗
聖
羞
蓄
霧
１
脅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

!今回

！

Ｉ
Ｉ
一

－Ｉ＝・＝・＝ｓ＝．＝ｓ＝．＝．ノ

…..喊翻;･I,…….

指定介護予防サービス事業者

　(県の指定事業者)

じ
・介護予防訪問介護（ホームヘルプ）

・介護予防通所介護（デイサービス）

・介護予防短期入所生活介護（ショートステイ）：

介護予防事業者（訂の委託事業者）

○通所型介護予防事業

●

●

－
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
葡

ｌ

薯

ｌ
ｌ
蔓
寫
雲
穀
盛
―
―

★運動器の機能向上

　　・筋力向上マシーン

　　・ストレッチ等

★栄養改善事業

　　・個別的な栄養相談

　　・集団的な栄養教育

★□腔機能の向上事業

　　・口腔衛生

　　・咀しやく・嘆下機能訓練等

ち
　４

鞠問聊聊耶孵欄鷹・嘴皺皺・腫鯛願圖・・・協韓御隣翔瞎蓼φ

介護保険制度は､要介護者等を社会全体で支援する仕組みです。

地域包括支援センタド



介護予防事業を希望する65歳以上の方はまず介護予防健診を受けましょう，

　希望する方には、「集団検診のお知らせ」とともに、介護予防のための「生活機能評価」と

して、基本チェックリストをお送りしますので、記入のうえ、健診当日受付にご提出ください。

　ｌ　　　　　　　　　　町¶栄‘匪轟采1脛丿讃堵塩1糸　z:x6Z-3btj6　　　　　　　　　　1
　L.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿_＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿.＿_＿.、

健診の結果､医療の必要性と共に次のチェックリストの判定基準を基に

総合的にみて､特定高齢者候補者の選定をします．

基本チェックリスト

特定高齢者候補者の選定

基本健康診査の受診により、

特定高齢者として可能性があ

る方

　(以下の①から①のいずれか

に該当する方)

①うつ予防・支援関係の項目

　を除く１～２０までの項目の

　内１２項目以上該当する方

②運動器の機能向上５項目

　（６～１０）全て該当する方

③栄養改善２項目（１１，１２）

　全て該当する方

④口腔機能の向上３項目（１３

　～１５）全て該当する方

(注)ＢＭＩ=体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が18.5未満の場合に該当とする。
　　N0.12は健診中に測定しますので､記入しないでください。

☆介護予防事業を希望する方は、壬生町または地域包括支援センターヘ

　連絡してください。

　　　　　　　問　い　合　わ　せ

壬生町役場高齢対策課介護保険係

壬生南地区地域包括支援センター

壬生北地区地域包括支援センター

先

登８１－１８７６

登８２－２１１９

登８６－３５７９

一

一



　辱が

回漕

　　　●゜゜　　　　国民年金は老後の保障だけでなく、万が一の時のために、障害基　　　　゜゜●

レ　　　礎年金･遺族基礎年金があります．障害基礎年金･遺族基礎年金ともヽ　　rl7ll

■■･　　　　　　　　心　　　．･　　　保険料を納付しでな゛とヽ万が一の時の保障を受けられな゛場合　　　!1.(ri

　　　　……万Ｊがありますなお保険料納付の困難な方は免除制度もあります

顎

･･　　　　　

..　･.･.
･'･･:･.･･･......･..　　・のでご相談下さい．以下の年金額は、平成18年度の額です。　　　　　　E

　国民年金保険料を納めた期間(保険料免除期同等を含む)が原則として

25年以上ある方が、65歳以上になってから受けられる年金です。

　・受給額(40年間保険料納付)……………792､100円

　国民年金の加人中(又は老齢基礎年金を受けていない60歳以上65歳未

満で国内在性中)や20歳前の病気やケガで一定の障がいの状態になって

しまった場合に、生活を保障するために障害基礎年金が支給されます。

生計を維持されている子がいる場合には、子の故に応じて加算があります。

■受給額／１級の障がい

　　　　　２級の障がい

９９０,１００円

792,100円

　国民年金の加人中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡く

なった時、その方に生計を維持されていた子のある妻または子が受ける

年金です。子がいることが必要で、子の数に応じた額の遺族基礎年金が

J

j…………………………j…………ﾚ
…

…

…

………

……)……J:=………t:j･=……受給できます
。

■受給額／妻と子１人の場合……………１,０２０,０００円

　　　　　子(１人)のみの場合……………７９２,１００円

○子とは,18歳到達年度の末日までの子,または20歳未満で障がいの状態が1級･2級の子

　第１号被保険者として、保険料を納めた期間と免除期間の合計が25年

以上ある夫が死亡した場合、夫の死亡当時、夫に生計を維持され、かっ、

婚姻関係が10年以上継続していた妻に60歳から65歳までの間支給されます。

　※死亡した夫が老齢または障害基礎年金の支給を受けていた場合は支給されません。

　■受給額………夫が受け取れるはずであった老齢基礎年金の3/4

　第１号被保険者として保険料を納めた期間が３年以上あり、かつ、老齢･

障害基礎年金を受けずに死亡した場合、遺族基礎年金を受けられない遺

族に支給されます。

　※寡婦年金を支給できる場合は､どちらか一方の選択となります。

■受給額

保険料納付済期間 金　額 保険料納付済期間 金　額

３年以上15年未満 120,000円 25年以上30年未満 220,000円

巧年以上20年未満 145,000円 30年以上35年未満 270,000円

20年以上25年未満 170,000円 35年以上 320,000円

※半額免除期間の月数は､保険料納付月数の１／２で計算されます。

※付加保険料納付済期間が３年以上ある場合は､8､500円が加算されます。

●年金を受けている方…………………………年１回、誕生月に「年金受給者現況届」（はがき）が社会保険事務センターから送付され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ますので、誕生月の末日までに返送してください。

●年金を受けている方が亡くなったとき……遺族の方が、未支給請求書・死亡届・遺族厚生年金請求書等の提出を､栃木社会保険事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　務所年金給付課にすることになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※障害基礎年金・遺族基礎年金・寡婦年金・老齢福祉年金のみを受給されていた方は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場住民課へ提出となりますので、詳しくは下記へお問い合わせ下さい。

○問合せ先　●栃木社会保険事務所年金給付課

　　　　　　●町民生卵住民譚国民年金係

Ｓ

Ｓ

２２-４１３４

８１－１８２７

●ねんきんダイヤル

　　Ｓ０５７０-０７-１１６５

　　　　　　　　　　　　１４
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ー
マ
展

　会期●平成18年６月24日[土]-８月20日[日]

　歴史民俗資料館では｢人見城民一神技とよばれた彫り｣展を開催いたします。

　人見城民(1894～1972)は壬生町生まれ､本名は輿四郎。壬生尋常小学校を卒

業後､日光堆朱２代目の上野相思に弟子入りし日光彫と漆を学び､師より日光堆

朱３代目を許され､日光市内に居を定めて独立しました。

　その後､賊民は浮き彫りの上に顔料を混ぜた漆を塗り重ねていく技術を発案

し､〈木堆朱〉と名付け日光堆朱を伝統工芸の誠にまで高めました。

　賊民の開発した木彫りの上に漆を塗り重ねる〈木堆朱〉は､漆芸ながら木工の

力量を多分に必要としました。城民は大正10年(1921)東京大学に参考品として

保存する日光陽明門20分の１模型の制作(現日光東照宮所蔵)に参加し､その高

い本工の技量を示しています。

　今回の展示会では､数度にわたるご子孫からの寄贈品等から､繊細な木工と華

麗な堆朱の融合を実現した人見城民の“神技と呼ばれた彫り"を御覧いただきます。

　ぷどうずに、こうついしゅLSLぱこ

①葡萄図日光堆朱色紙筥

　　　1942年／常楽寺蔵

ギャラリートーク

1947年／当館寄託･舟町神明言蔵

作品を鑑賞しながら当館学芸員が解説します。

日時●会期中の第2･第4土曜日､毎回とも午後2時より

町歴史民俗資料館

◆休館日

◆開館時間

◆観覧料

◆問合わせ

月曜日､祝日

9:00～17:00(但し､火曜日は13:00～)

無料

町歴史民俗資料館　昔82-8544

日



　
1
8
年
４
月
か
ら
、
壬
生
小
学
校
の
余
裕
教
室
を

活
用
し
学
童
保
育
「
ベ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
父
母
会
が
中
心
と
な
っ
て
平
成

1
7
年
４
月
に
本
丸
二
丁
目
地
内
珠
算
塾
の
空
き
教

室
を
改
造
し
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
壬

生
小
学
校
の
協
力
を
得
て
余
裕
教
室
を
活
用
し
開

設
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
１
年
生
1
8
人
が

新
た
に
入
会
し
、
合
計
3
5
名
の
児
童
が
指
導
員
と

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
放
課
後
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
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４
月
１
日
、
認
可
保
育
園
と
し
て
森
の
子
保
育

園
が
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
東
部
に
新
設
い
た
し

ま
し
た
。

　
当
園
は
、
認
可
外
保
育
園
と
し
て
平
成
1
2
年
４

月
か
ら
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
二
丁
目
地
内
に
お
い
て
、

地
域
の
保
育
需
要
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

年
々
増
大
す
る
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
こ

の
度
新
た
な
場
所
に
、
通
常
保
育
に
縦
割
り
保
育

を
取
り
入
れ
た
り
、
休
日
保
育
等
多
様
な
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

●●●●●●●●●●●

●
【
運
営
概
要
】
一
・
・
一
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
定
　
　
　
員
　
印
人
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本
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育
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午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
延
長
保
育
時
間
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

連そ

絡の

先他

●●●●●●

休
日
保
育
二
時
保
育
・
障
害
児
保
育
・

森
の
子
保
育
園

昔
８
５
－
０
３
０
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壬
生
町
大
字
安
塚
3
9
番
地
１

●●●●●

斉
藤
侑
司
氏

　
　
　
　
　
町
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
る

　
壬
生
町
農
業
委
員
会
委
員
に
、
斉
藤
侑
司
さ
ん
（
壬
生
町

土
地
改
良
区
推
薦
）
が
４
月
１
日
付
け
で
、
町
か
ら
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
委
員
は
、
地
域
農
業
の
相
談
役
と
し
て
地
域

農
業
振
興
の
推
進
、
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
、
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

壬生町大字中泉1655番地1

71才

中泉（一）（二）

住　　　所

年　　　齢

担当農事部名

農
業
委
員
担
当
農
事
部
の
変
更

農
事
部
名

上
田
二
）

上
田
（
⊃

委
員
氏
名

粂
川
　
吉
言

粂
川
　
秀
夫
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まち（31）わだい心奥

四百員匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:｡゛　戸　¨

新団員を翠え、団員腸線を実施
　　　　壬生町消防団濠

常備消防職員から規律訓練を受ける新団員

　４月９日、町総合運動場において､町消防団(鈴木正美団

長･団員203名)による､団員訓練が実施されました。

　４月から人団した新団員46名は､常備消防(石橋地区消防

組合壬生分署･安塚分遣所)の職員から､整列や基本動作など

の規律訓練や､土のう作り、土のう積みなどの水防訓練を受

け､消防団員としての基本を学びました｡その後､羽生田の黒

川河川敷に移動し､放水訓練を行いました。

土のう積みの指導を受ける新団員

新たに１０名を認定農業者に認定

　　　　　膨　　　　……yｼﾞ謂

　認定員業者制度に基づき､新たに10名の員業者が認定を受

け、４月14日に役場正庁において､認定書の授与式が行われ

ました。

　認定員業者制度は､経営規模の拡大や､生産方式の合理化

など､向こう５年間の経営目標をまとめた｢農業経営改善計

画｣を認定する制度です。

　認定を受けると､農地や機械･施設などの取得資金が低利

で融資を受けられるのをはじめ､経営相談や各種研修を受け

ることができます。

　また､認定員業者は､地域の担い手として､平成19年度から

の新しい農業経営対策事業の対象者になることができます。

今回認定を受けた方々(敬称略)

○神永　信男(上

○荻原さと子(下

○賀長　秀佳(下

○篠崎　善司(下

○阿久津姉貴(下

ｊ
ｊ
ｊ

町
町
町

町）

町）

苛+水稲　　○鈴木　敏市

苗十水稲

苗十水稲

苗+水稲

薙十水稲

○鈴木　敏市（松

○青木　博（松

○大塚

○佐藤

○山□

亮介(本

憲
に
司

和
い
陽

ｊ
ｊ
ｊ

原
原
郷

(西高野)

仲　央)
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薙十水稲

薙十米麦

毎十水稲

毎十米麦
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　　回一十まち（y）わだい諮鎗
＝四万四置屋厄　　　　　　　　　　cﾆ　　鋤戸1:に

む２宍その森でそば打奏薦験

　下稲葉そばの郷工房……題'｀

心 ゛

一 一

　４月18日､授産施設むつみの森で下稲葉そばの郷工房(中嶋　正

代表)によるそば打ちが行われました｡むつみの森の利用者の方や

職員他スタッフの方に打ち立てのそばと揚げたての天ぷらを食べ

てもらおうと例年この時期に行われています。

　今回は、４月に入所したばかりの甫坂さんと宮本さんが､ボラン

ティアの田中るり子さん(手打ちっ娘)の指導を受け､そば打ち･そ

ば切りに挑戦しました｡昼食会は､むつみの森から就職する３人の

方のお祝いと入所した３人の方の歓迎会も兼ねて行われました。

大山施設長､神水助役からのあいさつの後､おいしいそげと天ぷら

を満腹になるほどいただきました。

　　　　第１ 回おもちや団地まつﾘ｡喬催

Fir･ミュージアム､エジソンミュ｣‘'゜ｼﾞ'-アＭぞ;Ｍ開

プレイランドではミニSLが運行

　４月８日､おもちゃ団地内バンダイテクニカルデザインセン

ターを会場に､[第１回おもちゃ団地まつり]が開催されました。

　飲食コーナーやおもちゃ販売のコーナー､プレイランドなど

が設けられたほか､秋以降に一般公開を予定している｢トイ・ミ

ュージアム｣｢エジソンミュージアム｣の特別公開が行われるな

ど､親子で楽しめる内容が盛りだくさんで､会場には多くの家

族巡れが訪れました。

　４月16日､壬生寺において､壬生円仁太師まつりが

開催されました。

　まつりは､蘭学通りの松本内科前から壬生寺まで

の｢子どもお練り行道｣を幕あけに､壬生寺境内において、

よさこい､円仁太鼓､大渡りの儀等が行われました。

　大渡りの儀では､山伏に続いて希望者の方々が､願

い事をしながら､次々と大の上を渡っていました。

多くの応が火渡りに参加しました

18
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壽團の園児ｶ{　

パ=∇J･j=ii==,･;;=･;;･=1万i･万,.=;=，圖�･
　　　　　　�瞰万1°.………ジャガイモ植£!I°I･゜i･7"Iご1万;゜lf芋雫1177ｼﾞ！！

　４月25日､下稲葉地内の畑で､メリーランド保育園の園児(年長児

30名)がジャガイモのタネ植えを行いました。

　下稲菜食育応援隊(隊長　木村春男さん)の指導を受けながら元

気いっぱいに､中嶋正さんの畑(５アール)にジャガイモ(北海道産

の花標津という品種)の種を植え､肥料をまき､土をかけました。

　７月の上旬には収穫予定で､保育園では､このジャガイモでじゃ

がバターやカレーライスを作ってみたいということです。

ｓ貫懇願厘皿回………，

繋］千千順順

|自|??

……ｇ

朧謡kji

円盤瑞胆一。目頭懸宍台F歿白懸回｀

｀扇頭‐回.-9申肺胞遥詰腹m龍脳誼……|’゛?i11

貫頂市

隠譜嗣

孟.畠IJ芦没者等　y

=二万゜万=万1･l■|’
　■|賜物ﾄ合同慰霊祭開催�

　４月８日､壬生町慰霊碑管理委員会(三上義一会長)主催の壬生町

戦没者等合同慰霊祭が､東雲児童公園内壬生町慰霊碑前において、

開催されました。

　慰霊祭は､先の大戦･災害で犠牲となられた方々に対し､三上会

長が祭文を奏上し､清水英世町長を始めとする来賓の方々の追悼の

辞､献花が行われました。

………'･･･!I'|l
ii:=.･lil°.Jlil;::.゜lif.1万1　春風の中でﾌﾟﾓﾔ=辿廳|自i'

e'ののめ剣道大会を開催

　４月９日（日）、しののめ公園ゲートボール場において町内の

剣道教室（壬生町少年剣道教室･おもちゃのまち剣道教室）による

剣道大会が行われ､満開の桜の下で熱戦が繰り広げられました。

また､子供達は大会終了後､毎年恒例となっているしののめ花祭り

会場のゴミ拾いを行いました。

大会成績

松井

佐藤

大牧

渡遵

大塚

篠原

犬牧

渡逼

満開の桜に囲まれての白熱した戦い

大会の後にはゴミ拾いを行いました

一

○３年生以下の部

　　　○優　勝

　　　○準優勝

　　　○第３位

　　　○　ク

○４年生以上の部

　　　○優　勝

　　　○準優勝

　　　○第３位

　　　○　々

真之介(おも剣３年)

　有(おも剣２年)

千葉美(壬生剣３年)

千優(おも剣２年)

信裕(おも剣６年)

崇宏(おも剣６年)

賢也(壬生剣４年)

大地(おも剣６年)
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一

一

円

４ｈ右o)広場

||| |||

シ
リ
ー
ズ
1
1

　
『
み
ぶ
の
史
跡
を
訪
ね
て
』

太田部員ちゃん(あけぼの)

(H16,5.9生)

わ
が
吸
の

　
？
イ
ド
ぽ

　次回はア月生まれのアイドルを募集します。

(締切６月20日)｡写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

まりのでご了承ください。

　写真裏に住所､氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を言いて､役場企画財政課（直接或は郵便　宇涵神

で干321－0292壬生町通町12－22）　　　　　　　　’｀

または､稲葉･南犬飼各出張所､生涯学習館へ。　　　　r茨仝へ

神山　遠大ちゃん(H13,5,10生)

　　　由羽ちゃん(H17.9.17生)

(県営壬生住宅)

鰐薩ちゃん（H15.5.2生）　　　　　　佐藤条iちゃん（おもちゃのまち）

薩薩ちゃん（H17.5.2生）　　　　　（H17,5.28生）

　●
gﾉこ1&｀々旧粂･|邨g人ll合口5り|ヽ･゜子自然’｀･　　　（落合）

J9崖|舞1轜?1槃轜

=jj

麟轜

IF

瀕
?1117111111

11111111111111111111111111111111111111

　
今
回
か
ら
、
南
犬
飼
地
区
に

残
る
伝
説
の
地
を
紹
介
し
ま
す
。

　
上
田
地
区
の
小
高
い
丘
の

上
に
は
、
「
朝
比
奈
三
郎
」
の

墓
と
伝
わ
る
、
凝
灰
岩
（
大
谷

石
）
で
造
ら
れ
た
巨
大
な
五

輪
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
比
奈
三
郎
は
、
鎌
倉
幕
府

の
重
臣
和
田
義
盛
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
和
田

氏
は
北
条
氏
の
横
暴
に
憤
り

挙
兵
し
ま
し
た
が
、
戦
い
に

敗
れ
討
ち
死
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
朝
比
奈
三
郎
は
運
良
く
、

こ
の
地
に
落
ち
の
び
る
こ
と

が
で
き
、
追
っ
手
の
目
を
く

ら
ま
せ
る
た
め
に
、
自
分
の

墓
に
見
せ
か
け
五
輪
塔
を
造

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
説
の
真
偽
に
つ
い
て
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
高
さ
は
２
ｍ
6
0
ｍ
も
あ

　
次
回
は
、
朝
比
奈
三
郎
の
墓
と

関
わ
る
言
い
伝
え
が
残
る
「
御
熊

野
塚
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
Ｓ
8
2
－
８
５
４
４

り
、
栃
木
県
内
で
も
最
大
ク
ラ
ス

の
五
輪
塔
で
あ
る
こ
と
に
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

引割|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

あ
　
さ
　
ひ
　
な
　
さ
　
ぶ
　
ろ
　
う

朝
比
奈
一
二
郎
の
墓

｜

||||||||||||||
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へ

○

⊇

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
４
月

６
日
か
ら
1
5
日
ま
で
の
1
0
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
Ｔ
ン
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

徹
底
≒
交
差
点
事
故
防
止
強
化
」

等
重
点
項
目
を
定
め
、
街
頭
広
報

や
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

‰
・
ｒ

一

腿
謔
饉
Ｉ
ぎ

駅
前

禰

撤
去

心/

寄

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

中
川
淳
様
⑩

壬
生
町
消
費
者
友
の
会
様
⑩

富
士
見
荘
ヨ
ガ
の
会
様
①

６
千
円

５
千
円

５
千
円

平
成
1
7
年
度
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員

会
様
⑩
　
　
　
　
　
５
万
３
千
６
３
７
円

（
内
訳
）

－
　
　
　
　
　
－

茶
道
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
1
8
団
　
　
　
５
千
円

七
宝
焼
サ
ー
ク
ル
　
　
　
　
　
　
２
千
円

ふ
く
ベ
ー
刀
彫
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

図
書
館
（
古
本
販
売
）
　
　
６
千
２
８
５
円

手
作
り
ネ
ク
タ
イ
　
　
　
ー
千
５
０
０
円

消
費
老
友
の
会
　
　
　
　
　
　
　
２
千
円

女
性
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

和
紙
人
形
（
雛
の
会
）
　
　
　
　
　
３
千
円

人
形
教
室
（
抱
き
人
形
）
　
　
　
　
３
千
円

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
　
　
　
　
　
２
千
円

押
し
花
教
室
言
ス
七
ス
心
会
）
　
１
万
３
千
８
５
２
円

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
　
　
　
　
２
千
円

助
谷
フ
レ
ン
ズ
様
③
　
　
　
　
　
５
千
円

第
3
2
回
濁
協
医
科
大
学
大
学
祭
実
行
委

員
会
様
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
３
千
４
７
０
円

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ
上
様
①
　
５
千
円

付

第
1
0
回
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
様
⑧
　
２
万
１
千
７
２
４
円

（
内
訳
）

－
　
　
　
　
　
－

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
７
２
４
円

手
芸
サ
ー
ク
ル
な
で
し
こ
の
会
　
３
千
円

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
Ｐ
・
ｌ
ｋ
ｏ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

カ
ス
ピ
ア
の
会
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

蕎
麦
の
会
「
み
か
ど
」
　
　
　
　
　
１
万
円

は
に
わ
会
様
⑩
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
万
５
千
円

匿
名
①
　
　
　
　
　
１
万
９
千
７
２
９
円

自
主
ク
ラ
ブ
（
陶
芸
　
日
光
彫
　
墨
絵
ダ
ン

ス
）
様
①
　
　
　
　
　
　
１
千
１
７
６
円

設
置
募
金
箱
（
1
0
箇
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
４
千
６
４
６
円

（
社
務
本
法
入
会
　
壬
生
地
区
会
様
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

小
山
歌
謡
教
室
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
千
４
４
５
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
　
　
３
千
円

壬
生
町
歌
謡
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
４
千
５
８
３
円

加
藤
国
夫
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
様
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
６
千
５
５
円
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　ト

　マ

　ト

黄万

化，

葉･･

巻:

病7

｢L一一、

.,.皿

s･M崔4Sla婁なeS･鳴海g親包乖居刄･

　家

　庭

　某

こ

ia

回

症

マ

状ト

はや

出ミ

肩

まマ

せト

んに

か

？

一一

　
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
と
は
、
平
成
８

年
に
国
内
で
初
め
て
発
生
が
確
認
さ
れ
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
で
は
、
平
成
1
8
年
１
月
に
県
南

地
区
に
お
い
て
、
本
病
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

原
因
は

①
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
（
白

　
い
小
さ
な
害
虫
）
に
よ
る
、
ウ
イ
ル

　
ス
の
媒
介

症
状
は

①
先
端
の
若
い
葉
が
黄
色
く
変
色

②
変
色
し
た
先
に
は
実
が
つ
か
な
い

　
※
病
気
に
か
か
っ
た
ト
マ
ト
を
食
べ

　
　
て
も
人
体
に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

トマト黄化葉巻病の典型的な葉巻症状

対
策
は

①
ト
マ
ト
の
苗
は
、
健
全
な
苗
を
購
入

　
し
ま
し
ょ
う
。

②
ト
マ
ト
周
辺
の
雑
草
を
こ
ま
め
に
除

　
草
し
ま
し
ょ
う
。

③
病
気
に
な
っ
た
株
は
、
感
染
源
と
な

　
る
た
め
す
ぐ
に
処
分
し
て
下
さ
い
。

　
　
（
農
薬
で
は
治
り
ま
せ
ん
、
株
を
根

　
ご
と
抜
い
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

　
密
封
し
て
枯
ら
す
か
、
土
中
に
埋
め

　
て
処
分
し
て
下
さ
い
。
）

④
収
穫
が
終
わ
っ
た
ト
マ
ト
も
感
染
源

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
放
置
せ
ず
に
処

　
分
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先

　
○
町
経
済
部
長
務
課
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
登
8
1
１
１
（
６
９
り
ｎ
Ｊ

　
Ｏ
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
壬
生
地
区
営
農
経

　
　
済
セ
ン
タ
ー
　
登
8
2
－
Ｉ
１
０
３

　
０
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
　
経
営

　
　
普
及
部
　
　
　
一
2
4
－
１
１
０
１

心 ～ ゛

シルバーリーフコナジラミ

　(体長0.8mm程度)

J　J　　　　　　　一一一一　-一一　　¥　S･
舞ぺ蜀匂

絵画「ダンス」壬生来小　２年

　青柳夏海

　
４
月
2
1
日
、
濁
協
医
科
大
学
病
院

よ
り
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
益
金
2
0
万

円
が
福
祉
を
目
的
と
し
、
町
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

片柳さん趙||さん中田さん　町長-

　　　　　　お詫びと訂正

　広報壬生４月号22頁の「私の作品」欄において

藤井小６年山川弥香さんのふりがなが「ゆか」と

ありましたが、正しくは「みか」です。

お詫びして訂正いたします。

　版画「さかあがりができた」

R100
古紙配合率100%陽生紙を使用しています。

　●　町
　県

特

/ヽ　心眼一
　期

６及
月び
30全

日期
　心

６

月
の
納
税
等

のうごき

　　4月1日現在

39,997人（　O）

19,605人（△15）

20,392人（　15）

13,729世帯（　49）

（　）内は前月比

総人□

　男

　女

世帯数
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